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ウ ィン タ ボ ー ン へ の 視 点
H.ジェ イムズ`DaisyMiller'考
西　　前　　　　孝
1
周知 め如 く、ジ ェイ ムズ を語 るときに必ず 用い られ る主要 な概念 の一つ
に`internationalsituation'とい うのがあ る。 「国際的」 とい うことの
具体的 な意 味は、 「アメ リカ対 ヨー ロッパ」或い は 「ヨー ロッパ における
アメ リカ人 」 とい う対 照の ことで ある。初期 のジ ェイムズは一 中期 を経
て後期 に至 って再 び彼 は この間題 に取組 むこ とになるのだが、 それは 当面
の課題で はない い くつかの長編 や短編 の中で この問題 を取 り上げてい
る。長編 『ロデ リック ・ハ ドソン』がその方面 での早い成功作で あった こ
とが、生 い立 ちと少年 期の経 験 とか ら来 る 「国際性」 に対 して殆ん ど決 定
的 な自覚 を呼び起 こす剌 激 となった ことは確か である。実際 この長編の成
功 に自信 を得 て彼 は1875年、 ヨー ロッパ永住 の夢 を抱い て大西洋 を渡 った
のだった。そ して ヨー ロッパで ものに した長編 『アメ リカ人』 もまた彼 の
「国際的」 関心 の一 っの産物 だった。そ の後 ここに論 じ る 『デイジー ・ミ
ラー』が上梓 され た::年 までの間に5編 ほ どの短編 を発表 してそのい く
つかに於 て この方面へ の関心 の強 さを示 してい るが 、『デ イジー ボミラー』
の成功 に至 って ジ ェイムズは、国際的テー マの`master'と呼 ばれ る確か
つ
な　 歩を記 したのであった。
「アメリカ対 ヨーロッパ」或いは 「ヨーロッパに於けるアメリカ人」 と
い う図式は、ジェイムズ評価の上での概括的な大前提ではある。勿論話は
ここで終わるのではない。むしろここか ら始まる。この枠組 を一応認めた
上で、更 に個々の具体的な作品にっいての新たな分析 とそして総合 とが求
められているのである。
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例 えば こ うい う評価 があ る。女主人公 デイジーは ヨー ロッパ の因習的道
徳 の毒牙 にかか って滅 んだ、 とい う。汚 れを知 らぬinnocentなアメ リカ
娘 が・その無邪気 さ故 に、 ヨmッ パ文化 がその裏面 に持 ってい る ところ
の因習的 道徳 の悪弊 の前 に破 れ るとい うこの物語 は、一方 で ヨー ロ ッパへ
の批判 の刃を揮 るい、返す刀 でアメ リカ的無知 と浅薄 を切 ったのだ と言 え
るわ けで ある。確か に これが この作品へ の一般的理解で あろ う。少 くとも
「国 際的 状況」 とい う観点か ら見 た ときの、 む しろ最 もま ともな評 価で あ
る、 と言 わね ばな らない。
しか しまた・少 し違 った見方 も為 されてい る。既 に例 えばC.P.Kelley
2)
が言 ってい る ことだが、最 近ではAuchinclossは次 のよ うに指摘 してい
る:
The essence of the story lies more in her innocent  naivete than in her 
exposure to Europe. The drama of the story lies in the opposition of 
                                              3) A
mericans to Americans, not Americans to Europeans.
ヨー ロ ッパ社会の道徳 とい うよ りむ しろ、 ヨー ロッパに暮 らす アメ リカ
人 た ちの因習 の毒手にかか った とい うところであ る。 「ヨーロ ッパ に居 る
アメ リカ人」 の意 味が ここに新 たに付 け加 え られ たこ とになる。つ ま り、
ヨー ロッパに 余 り長 く居す ぎて、 そのた めに 祖国 アメ リカ を忘れ、 自 ら
のidentityをな くした アメ リカ人 た ちへ の批判、 とい う視点が開かれた
のだった。そ う言 えばジ ェイムズは これ までに もヨー ロッパ在住 の アメ リ
カ人 のidentity喪失 の問題 に 触 れて きて いる。 例 えば、 『アメ リカ人 』
の中の トリス トラ ム夫妻が そ うであった。従 って、 この問題 が 『デイジー
・ミラー』 におい てよ り深刻 な もの となってい ると見 ることがで きるわけ
だ。(序 に言 えば、後 の 『ある婦人の肖像』の中のマール夫人 やオズモン
ドもこの系列 の人物で ある。)
更 にまた別 な見方 もも為 されてい る。 「アメリカ対 ヨー ロッパ」 などの
枠 を越 えて、男 と女の問題、普 遍的な人間の問題であ ると。そ して更 には
の
F.W.Dupeeの言 うよ うな、 「外観 と実在」のテーマの現 われである、
とか、JamesKraftの言 う「アメ リカ人 のidealsofgreatnessandpurity
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ど生の人生 の卑しいrealitiesとの葛藤である」 どかがそれである。しか
し、そのよ うな普遍性の指摘は具体的な作品の読みをその前提 とする。我
々は我 々の視点か ら作品を読まねばならない。我々の課題は、ウィンタボ
ーンなる人物を通してジェイムズの国際的関心即ち作者の文学思想上の問
題が、ド視点人物の創造 という一見小説作法上の問題と如何に係わっている
かを追究 し、このことによって、作家の思想 と技術 との総合への一つの試
みを提出す ることに他ならない。
a
一t一
ウ ィンタボーンはそ もそ もが アメ リカ人 である。 ヨー ロッパ生活が 「長
す ぎる」 ほ どのアメ リカ人な のではあ るが、 だか らと言 って完全 にヨー ロ
ッパ人 に成 り切 ってい るわ けではない 。そんな ことはそ もそ も不 可能 な こ
となので ある。 ヨーロ ッパに居て尚ア メ リカ人 であ るとい う、 この二重性
こそ この人物のidentityなのである。そして この新 しい意味でのidentity
は、 この作品 に於 けるのみな らず、 ジェイ ムズの 「国 際性」一般 に係わ る
重大事で あ るだろ う。一 だが、我々 に とっては先 ず、 ウ ィンタボー ンの
持づ この二重性 の本質 を明 らか にす る為 に、その一方 の極 である彼 の 「ア
メ リカ人性」 の現 われ方 を見 てみなけれ ばな らない。 の
ラン ドルフ少年 との出会いが示 唆的であ る。角砂糖 の堅い のを`har-r-d'
と、`r'音を殊 更ひ びか せた この少年 のアメ リカ英語 の特徴 の中 に、 ウ ィ
ンタボー ンは彼 と自分 とが同国人 である とい う無意 識的な安堵 を感 じたの
だ った。それは 自分の中に忘 れ られか けていた 「アメ リガ人性」 を呼 び覚
ます一 つの 剌激で あった し、 その意 味で ノス タルジ ックな 感傷 で もあっ
た。 一
「アメ リカ人性」への覚醒の このセ ンチメ ン トは、勿論 、この あとに登
場 する女主人公デ イジー との係わ りが担 う一 つのテー マである。 とい うの
も、 この二人 の関係 を支 えてい るのは、彼 らに共通 の基盤 たる 「アメ リカ
人性」 に他 な らないか らで ある。 この こ とは、例 えばすでに、二人の出合
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いが ラン ドルフ少年 を仲介者 として始ま ってい る とい うL事 が象徴 してい
,る。 「ア メリカ、のキ ャンデ㌘」,レか頭の中 にはな く、 「自分 の虫 歯は ヨー
ロッパの所為」だ と思い込 んでい るこの少年が代表 してい るのは 「アメ リ
の
カ」 その ものだか らである。加 えて 、ウ ィンタボー ンが当地 ヨニロ ッパへ
連れ て来 られ たのが丁度 この少年の年頃だ った とい う彼 の回想 をこ こに重
ね合 わせ るこ とによってそ のこ とを補強 してい るわけであ る。
ウ ィンタボーンの中 の 「アメ リカ人性」の展開は、デイジーに対ず る思
いや りとい う形で進展 してい く。それは一人 の男の一人 の女への恋慕 であ
ま1,
るには違いないが、それ よ り前 に我 々は これ を、 「アメ リカ人性」 を半 ば
無 くしか けた一人の男が アメ リカ的雰 囲気 を溢 れ るほ どに漂 よわせてい る
アメ リカ娘の中 に感 じた恋慕 であ る、 と捕 らえる観点 を忘れ るべ きで はな
いだ ろ う。
Vev・yの町でそれ 厳 現 してい るの}まChill・呶 へ の行楽のエ ビ・-
8)
ドであ る。固 よ りこの城 は ヨー ロッパの歴史 と文化の .`monument'であ
る。実際デイ ジーはその記念碑 に対 して知的 な関心は殆ん ど示 さなか った
のだが、そ うい う無 関心 を も包 み込 む形で、今 この二人の アメ リカ人 が向
か い合ってい るのは ヨー ロッパの歴史 ・文化で あることに疑 いはない。逆
に言 えば、 ヨー ロッパの象徴 た るこの城 を対極 に して ウ ィンタボー ンとデ
イジーを結 んでい るこち ら側 の極 とは 「アメ リカ人性」 にほかな らない。
更 に、この結合 は二人 のデー トを邪魔 す るか もしれない ヨー ロッパ人 ユー
ジニオの存在 によって一層明確な レ リーフ となってい るのでφる。
ローマにや って来 る前 にウィンタボー ンはす でに伯母 のコステ ロ夫 人か
ら手紙 を貰 っていた。 その中で伯母は デイ ジーの 放 蕩ぶ りを 非難 してい
た。実際 にゃ って来て直か にデイ ジーの行状 を聞か され るウ ィンタボー ン
は、しか し、彼女 の ことを他 の人達 と同 じ感覚 で以 って非 難す る気 にはなれ
ない。それ どころか彼の 厂アメ リカ人性」はデ イジー とその母 の`ignorant'
でかρ`innocent'なアメ リカ人性 と共鳴 しこれ を弁 護す る;"Theyare
very.ignorant‐veryinnocentonly.Dependuponittheyarenot
の
bad."・,'
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勿論 ヴ ォーカ夫 人は在 欧アメ リガ人の代表者 である。彼女 もデ イジー と
対 立す る0彼 女 のデイジ忌への批判 の尺度 は 「こちらの習慣」 に合 うか ど
うか とい うζとであ る。 「こち らの習慣」 とは、言 う迄 もな く、 ヨ〒 ロ ッ
パの生活習 慣であ り、その本質 はヨー ロ ッパ人達 の眼 を意識す る在 欧 アメ
ユの
り,力人社会 のエゴ イズ ムであ る。 そ うい う 「俗物で はない」 ウ ィンタボー
ンは ここで もデイ ジー を弁護す る。彼 は 「こちらの習慣」ばか りに迎 合 し
で はいない 。 ここに も彼 の 「アメ リカ人性 」 の発現があ ると見な ければな
らない。 ウォーカ夫 人宅 でのパーテ ィの席 で 、デイジーが この女主人 か ら
受 けた恥 ず か しめのい きさつ をウ ィンタボー ンは見ていた:・ 」
Winterbourne was standing near the  door  ; he saw it all. Daisy turned 
very pale, and looked at her  mother  ... Daisy turned away, looking with 
a pale, grave face at the circle near the  door  ; Winterbourne saw that, 
for the first moment, she was too much shocked and puzzled even for  11)
indignation. He on his side was greatly touched.
ヨー ロ ッパの中に自 らの本性 を見失 なった 「にせ もの」達 の集 団か らデ
イジー を救 お うとす るのはウ ィンタボー ジー人で あ り、その原動力 は彼 の
中 に残 って いる 「アメ リカ人」への親和力 に他な らない。恋す る人達 とし
て のこの二人の間 には、 しか し、 実質的(肉 体的)な 交渉 は遂 になか っ
た。 あるの はデ イジーを何 とか理解 しよ うとす るウ ィンタボー ンめ側か ら
の精神的 な努力で ある。確か にデイジーの振 舞は彼 にとって さえ眼に余 る
こ ともあった。だが他 の在 欧アメリカ人達 と違 って ウ ィンタボーンは可彼
女 のそんな行動 の中 に も彼女 なりの精二杯 の 自己主張 を見 ようと心 を痛 め
た りもしたわ けで ある。
ある夜帰 宅の途 中 、ウ ィンタボーンは夜 のColosseumに遊 ぶデイジー
とジ ョヴ ァネ リに出 くわす。 それは彼 には シ ョッキ ングな光景で あった。
この女 は全 く尊敬 に値 しない女なのだ と思 えて くる。だが彼 にはデイジー
が憎 めない どころか 彼女が 熱病 に冒 され る ことを恐れ る。 この 「熱 病」
嫉一体何 を意味す るのだ ろ うか。(ロ ーマ熱 は マラ リアであ るとい うの は
答 えにならない。)そ れ は単に ローマだ けで はな く、 ヨー ロッパ全体が何
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百年の歴史の うちに培養してきたところの、文明の裏にはびこる因習 とい
12)
う病原菌の こ となのだ。 これに冒 されないで欲 しい と願 うウ ィンタボ ーン
のデ イジーペの心配 りは、そのまま彼 の 「アメ リカ人性」が本能的に同国
人 に対 して発 した警 告であ った と見 るこ とがで き13)90
死 の 床 に あって デイ ジーは 母 を 通 じて ウ ィンタボー ンに 伝言 す る。
VeveyでのChillon城へのデー トの楽 しか った ことと合わせて、 自分は
ウ ィンタボー ンの心配 した ようにはジ ョヴ ァネ リとは婚約 などしてい なか
った 旨を。 この婚約の不成立 とデイジーの死 の意味 それはア メリカと
ヨー ロ ッパ との異質性の確認 であ り、安易 に 「ヨーロ ッパ」 に同化 しなか
ったデイジーの主 体性(identityと言 って もいい)の 悲劇的な確認 であ る
ノ
わ.けだ。
-2-
・Ih・v・1i・・dt・1・ngi。f。reig。
p。。14)tS.'・これはデ イジーを死}。追
いや った ことに対 して責任 の一端 を感 じた ウ ィンタボー ンの反省 であ る。
ただ 「長 い」 のではな く 「長す ぎた」 との反省は 、自らの うちにな くしか
けてい る 「アメ リカ人性」へ の回顧で あると同時 に、その反面 におい て、
自分の中に根付 いて きている 厂ヨmッ パ人性」の認識 で もあ るわけだ。
アメ リカ人 ウ ィンダボーンの中の 「ヨー ロ ッパ人性」の問題即 ち 「アメ リ
カ人性」喪失 の問題 は、彼が如何 にデ イジー を理解 し得 なか ったか、如何
に他 の在欧 アメ リカ人達 と通 じるところが あったか とい う形 で問 われ るだ
ろ う。 一
デイジーはウ ィンタボーンと出会 って間 もない頃、彼 に向 うて、あ なた
は本物 のアメ リカ人 ですか、 と尋 ねた ことがあ った。彼 の話 し方が アメ リ
カ的で なか ったか らで ある。それは単 に話 し方 だ けの問題ではな くて、彼
の アメ リカ人 としてのidentityの喪失 の象徴 として読 まね ばな らないだ
ろ う。実際、彼 女 とのや りと りの うちに、彼 は自分が アメ リカ的気風 にな
じまな くな ってい ることを感 じたのである。,
He felt that he had lived at Geneva so long that he had lost a good 
                                                  15)  d
eal  ; he had become dishabituated to theAmerican tone.
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他方 、 彼 は相手デ イジーの中に も何か し ら違和感 を感 じ、それ を自分 の
長す ぎた ヨー ロ ッパ暮 らしの所為 だ と思 う。デイジーの人柄 にっいての理
解 と判 断 を一層困難に してい るのが他 な らぬ彼 のこのidentity喪失 なの
であ り、 ここには絶対 附 ・固定 的に付与 された もの としての言 わば19世紀
的な意 味 でのidentityなど持 ち得 な くな った現代的 な普通の人間 の姿が
あ る。そ れ と同時に、そ もそ も他者 を理解 した り判断 した りす るこ とが普
通 の人間 に とって 如何 に 困難 な ことであ るか とい う問題 を も提 起 してい
る。 アメ リカ娘 は途方 もな く無邪気 なのだ、いや否 だ、とい う世間的 な評価
の問 で戸 惑 ってい るウ ィンタボー ンの姿はそれだ。が 、 とにか く彼 は この
　　　 ユの
急場 を`prettyAmericanflirt'とい うformulaで以 って一 応切 り抜 け
る6もちろん これは真の解決では ない。`pretty'の持う プラス要素 と.`flirt'
の持 っ マイナス要素が反応せず 、溶解 しない まま に混在 してい るだ けであ
　の
る。 そん な ウィンタボー ンをデ イジーの 側か ら見れば`queermixture'
とい うこ となのだ。 アメ リカ人 の眼 に映 る`queer-ness'一はア メリカ入性
喪失 の指 摘 である。 『,
Chinon城行 きの約束 を した後 帰 って行 くデイジー を見送 るウ ィンタボ
　の一 ンは、彼 女の後 ろ姿 を`tournureofaprincess'と感 じた。 この部分
は表現上 は間接話法 によ'ってはい るが、`tournure'とい うフラ ンス語は 、
作者 と重 な り合 った ウ ィンタボー ンの用語 であ ると見 るべ きだろ う。 この
フランス語の使用が、`princess'とい う語の連想 させ るヨー ロッパ的雰囲
気 を一層強 め、 このことによ って読者は ウ ィンタボー ンの申に定着 してい
るヨー ロ ッパ的 な感 じ方や発想 を読み取 るのであ る。 のちに、デイジーへ
の理 解に苦 しむ彼 が 自分 自身 を`gallantry'とい う語 を用いて評す る とこ
　の
ろが ある。 この箇所 も表現上 は 「全知」 の視点 による地 の文では あるが、
問題の語 の実質的 な使 用者 は ウィンタボー ンである と取 るのが ま ともな読
み方で あろ う。 これ らの例 か ら我 々は、 ウ ィンタボー ンの長す ぎる ヨー ロ
ッパ生活が彼の ものの感 じ方 の内に、如 何に根深 く影響 を与 えてい るか を
知 るので ある。 .一..
2ll
デイジーの恋愛 遊戯 の相手ジ ョヴァネ リの ことを`imitation'、と評 した
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ウ ィンタボ 尸ンは、当のデイ ジー について`well・conducted'な女Lだとは
言 えない、 とい う。判 断の尺 度に`well-conducted'を持 ち込 む時の彼は
ウ ォー カ夫人的な、ヨー ロ ッパ的慣習の人にな ってい る。彼女 をinnocent
とみだ プラスの評価 は この瞬間 には引 っ込 んで しま ってい る。
ウォーカ夫人 の家 でのパーテ ィの席 で、 デイジーは ウ ィンタボー ンのこ
　　ヨ
とを二度 まで も`toostiff'と非難 した。`stiff'とは、道徳 や因習 に縛 ら
れて身動 きの きか な くなった状態 を指 す。開放的 なアメ リカ娘 にとっては
ま ともな礼儀 まで も`stiff'と思 えるだ ろ うが、 しか し今彼女 は彼 を`tQO
stiff'と評 した のだ。 デイジーを ヨー ロッパ の毒手かち救いたい彼 の純粋
　り
な動機 とは別 に、そ うす る為 に もあの 「こち らの習慣」 を持 ち出 さざるを
得 ない処 に、 この国籍喪失者 の悲劇的 なデ ィレンマが ある。 ヨー ロ ッパの
習 慣 を以って しか デイジーを諫 め ることが で きない 自分 に対 して彼は実際
躇 い を感 じてはいた。 しか し、躇 いっつ も、言 って しまった ことには責任
が伴 うわ けであ る。
そして最 後まで彼 はデイジーを理解 で きなか った:
... he was vexed at his want of instinctive certitude as to how far her 
eccentricities were generic, national, and how far they were personal. 
From either view of them he had somehow missed her, and now it was 
      25) 
too late.
'
ウ ィンタボーンは デイジー の生 き方(=死 に方)を 否定 も肯定 もす るだ
けの自信 はない。 この 自信喪失 を克服で きないまま彼 は 「長 す ぎた」 ヨー
ロッパ生活 を依然長びかせてい る。彼の前途 に 「アメ リカ人性」 の回復 の
可能性 などは残 されてい ない ので ある。
-3一
ウ ィンタボーンは視点人物 である と言われ る。但 しそれは大 まか な意 味
に於 いてであろ う。 その大 まか さは どこか ら来 るのであろ うか。
この小説 はスイスのVeveyと い う町の、客観 的 な 「全知 」の視点 か ら
の叙景 で始 まっている。が、次のページに突然 」1'なる語 り手 らしき人物
が 現 われ る。先 の叙景が このTの 視点か らの ものか と思 って読 み返 して
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みて 叡 そうで もなさそうである。この'1'が〒般の人物 と同等の役割 を
小説世界 の中で演じるものではないことをその後問 もなく読者は知 らされ
るわけで あるから、どうして もこの"1"は小説世界の ドラマを外かち見て
いる人間 である。更にこの1に 紹介 される形で登場するのが実質的な視
点人物ウ ィンタボーンということになれば、ただ 「視点」 というだけでも
話はかな り複雑であることが解 る。
客観描写に続いてウィンタボーンを初めて作品世界に紹介するどきの描
き方 を見てみよう。
I hardly know whether it was the analogies or the differences that were 
uppermost in the mind of a young American, who, two or three years 
ago, sat in the garden of the Trois Couronnes, looking  about  him, rather 
                                                26) 
idly, at some of the graceful objects I have mentioned.
この'1'の出現 の意味は何で あろ うか。正体不明の"T'を作者 ジェイム
27)
ズと同一視す ることはできない、とい う指摘は、一っの警鐘になっている。
そ もそ も作中の人物を取 り上げて作者の影をそこに見ようとすることは実
はたいへん危いことなのだ。全 く無意味な努力に終わる場合さえあるだろ
う。だが今我々は、そ うい う一般論に耳を傾 けながらも、当面の'1の 出
現の意味を探 らねばならない。作家がどうい う語 り方で小説世界を展開し
ているか とい う一見技術的な事柄の中に、 もしかして作家の文学思想 との
何 らかの繋が りを解することができれば、それは興味あることに違いない。
1の 出現には次のような例 もある:
これはウィンタボ厂 ンの内面についての報告であり、彼の無意識的な事
態 に関す るものである。従ってこれを彼の自覚的な反省として描出話法を
At the risk of exciting a somewhat derisive smile on the reader's part, 
I may affirm that with regard to the women who had hitherto interested 
him, it very often seemed to Winterbourne among the possibilities that, 
given certain contingencies, he should be afraid—literally afraid—of these 
 ladies  ; he had a pleasant sense that he should never be afraid of Daisy 
 2,13) 
Miller.
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以っては描けない。他の人物を通 して描 くか客観描写 しかない。ところが
問題の状況は他の人物の知らない事柄に属 しているか ら、残るのは客観描
写ということになるが、ここでジェイムズは一工夫したのであろう。その
意識的にか無意識的にか為 した工夫の結果が1の 出現とい うことだ。こ
のとき純粋な 「全知の神」 の立場 か ら描 きおろすほどには ジェイムズは
「高み」には居ない。 「全知の作家(神)」は今や 「人物の地上」に降 りて
きている。降 りざるを得なかった歴史的思想的背景はあっただろうが、と
にか くここには、不用意な ものではあるが作家ジェイムズの人物世界への
下降の一形式がある。(「不用意」 とは'1'の出現が読者に与える唐突感
への配慮が欠けているからである。) .
次のような一節がある。,
Her nephew, who had come up to Vevey expressly to see her, was 
therefore more attentive than those who, as she said, were nearer to 
 29) h
er.
これはコステロ夫人の内心に映るウィンタボーン像である。ここでの実
質的な視点はウィンタボーンではな くコステロ夫人の方に移行している。
視点の移動は、できるだけ全知の作家の介入を避けて人物同士で ドラマを
展開 していこうとする小説の ドラマタイゼィションの一つの現われである
一方、視点人物の不統一 という側面は免かれない。この作品にはこのよう
な例が他に も見られ、確かに単一の視点とい う観点から見れば不統一であ
る。これはジェイムズが単一の視点 ということについて自覚的でなか った
ことの証拠にはなるが、しか し我々はここにもっと大 きな意味即 ち作家の
「全知」離れと小説の ドラマタイゼイションとの早い萠芽をこそ見るべき
だろ う。その意味でこれは上述の'1'がある種の発展を遂げたときの、作
者 による作品への無 自覚的な介入のもう一つの形態であると言える。
ウ ィンタボーン以外の人物が視点になっていながら、尚その背後に彼の
視点が重なっているような場面がある:
Then she (Daisy) paused  again  ; she was close to the parapet of the 
garden, and in front of her was the starlit lake. There was a vague sheen
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upon its surface, and in the  distance were dimly-seen mountain forms. 
Daisy Miller looked out upon the mysterious prospect, and then she gave 
                30) 
another little laugh.
デ イ ジ ー の 見 て い る光 景 は ウ ィン タ ボ ー ン も見 て い る だ ろ う。 引 用 申 の
"Therewasavaguesheenuponitssurface,andinthedistance
W。瀚mlレsee_。un,。 ・。f。rms:'の部 分は全 くデ,ジ ーの纛 の先の
景色だが、どの光景を見ているデイジーを更に後ろから見ているウィンタ
ボーンの 視線を読者が 認めざるを得ないよ うな 描 き方である。 これは先
の、無自覚的な視点人物を通しての作品の介入が更に一段階発展したとき
トも ヘ ト も
4)一形式 と見ることがで きる。
ウィンタボーンは元来物事を憚念的に`formula'として理解で きないと
落 ち着かない性質の人物である。それだか らこそ、彼にとってデイ芝一と
いう入間は出会いの最初か、ら一層不可解な存在だった。その不可解さに彼
め心は揺 らいだ。1アメリカ的なもの'とヨmッ パ的なものとの間で揺れて
いる彼の存在形式と並行的に、ある判断とその否定との二っの極の間で彼
の心は不安定に揺れそいる。この精神状況 こそは 「全知の作者」の支配か
ヒ 　 リ ア
ら踏み出た生の人間 の姿 であ り、 こうした人物 を描 きだすた めに作家が無
意 識的に しろ 「全 知」 の立場 を離れていったのは当然 とい える。Chillon
城への船 の中でいだいたデイ ジーへ の感想 もそ の一例で ある:
ウ ィタボ ーンの反省 を地の文の中へ と描 きだす この描 出話法の中 に引 き
込 まれ るとき、読 者はいやで も、 その人物 に重ね られた作者 自身の影 を見
い出すで あろう。 ハ'
マラ リアの温 床 を夜遊びす る デイジーへの 警告 は、`sanitarypointof
view'から為 された同国人への、嫉妬 を越 えた人間 の声 であった:隔
He had assented to the idea that she was "common"; but was she so, 
                                                    31) 
after all, or was he simply getting used to her  commonness?
   What if she were a clever little  reprobate  ? that was no reason for her 
                      32) 
• 
 ,rlying  of the  perniciosa.
89
ウィンタボーンへの視点
・ これは全知の高みにいる作者の声ではない。地上の人聞の肉声である。
この描出話法による表現の中に、ウィンタボーンの声に重ね合わきれた作
家自身の声を聞 くのは自然なことである。
皿
全 知の作家は、いわば無 自覚 の うちに、"1の 形 で人物 の世 界 に下降 し
た。そ して、 ある状況 に於 てあ る人物が別 の人物 の眼や意識 を通過 した も
の として描 き出 され る小説の ドラマタイゼイシ ョンは、作品世 界へ ρ作家
の新 たな介入 の もう一 つの形式 であった。
アメ リカ人 であ りなが らヨー ロ ッパ的で もある 或いは、 アメ.リカ的
で もヨー ロッパ的 で もな くなった ウ ィンタボー ンとい うキ ャラ クター
は、 ある局面 について今やかな りの程度 にまで分化 して しまった二 っの文
化的世界 の緊張の上 に成立 してい る人間存在の形式であって、現代 的な感
覚か ら言 えば、それは他者 との相関的な関係 に於 て しか 自 らの位置 を測 る
ことがで きない現代人 の像の予 想 とな ってい る二勿 論そめ像 には、 デメ リ
カに生まれて アメ リカを捨て、尚 ヨー ロッパに も十分 な意味で同化 しきれ
なか った作者 ジェイムズの姿が オーバ ーラ ップしてい る。
そ うい うウ ィンタボー ンの存在 はアメ リカ及 び ヨー ロ ッパか ら一 定の距
離 を隔てて揺 れてい る不安 定構造 の上 にあ り、 その疎外め感覚は もう一方
では、「作者全知」 の立場 に安定で きな くなって きてい る作家 自身 の、「全
知」 を離 れて小説世界 の中に身 を置いた と きの距離感で もある。 ウ ィンタ
ボー ンの内省の描 出の裏側 に、 この人物 に託 した作家の肉声 を我 々は確か
に聞 き取 ることが で きた。
●
テキス トと しては、 ジェイムズの作家的発展 を忠実 に辿 る必要性か ら、
初版 に基 くといわ れるLeonEdel編集のThe(;ompleteTalesofHenry
James第四巻(RupertHart-Davis,1971)を俥用 した◎
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